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お
か
げ
参
り
の
時
に
は
、
全
国
か
ら

大
勢
の
人
た
ち
が
伊
勢
神
宮
へ
参
詣
し

ま
し
た
。
十
分
な
路
銀
を
持
た
な
い
人

が
多
く
、
各
地
で
宿
泊
所
や
食
事
の
提

供
、す
な
わ
ち
施せ
ぎ
ょ
う行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

文ぶ
ん
せ
い政
13
年
（
1
8
3
0
）
の
時
に
、
御

所
町
で
は
閏
う
る
う
3
月
4
日
〜
9
月
8
日
の

約
6
か
月
間
に
、
9
千
7
2
9
人
に
対

し
て
宿
泊
の
施
行
を
し
て
い
ま
す
。

　

話
が
本
筋
か
ら
逸
れ
ま
す
が
、「
閏

月
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
江
戸
時

代
は
、
月
の
満
ち
欠
け
に
よ
っ
て
暦
を

決
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
四
季
の

あ
る
日
本
で
は
、
月
の
動
き
の
み
で
は

な
く
、
太
陽
の
動
き
に
よ
っ
て
調
節
す

る
「
太た
い
い
ん陰
太
陽
暦
」
と
い
う
暦
が
採
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

太
陽
の
動
き
で
は
、
12
か
月
は
約
365
日

で
す
が
、
月
で
は
、
約
354
日
で
す
。
11
日

ほ
ど
の
ず
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
約
3
年

に
一
度
、
閏
月
を
設
け
て
い
ま
し
た
。
お

か
げ
参
り
の
あ
っ
た
文
政
13
年
は
、
3
月

と
閏
3
月
が
あ
り
、
1
年
が
13
か
月
で
し

た
。

　

市
指
定
文
化
財
の
「
お
か
げ
参
り
関
係

文
書
」
の
な
か
に
「
お
か
げ
中 

毎
日
泊

名
前 

施
行
所
」
と
題
し
た
3
冊
の
帳
面

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
宿
泊
者
の
一

組
ご
と
の
出
身
地
・
代
表
者
名
・
組
の
人

数
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

宿
泊
者
は
全
国
か
ら
来
て
い
ま
す
。
68

か
国
の
う
ち
、
宿
泊
者
の
記
録
が
な
い
の

は
、
壱い

き岐
（
長
崎
県
）・
隠お

き岐
（
島
根
県
）・

大お
お
す
み隅
（
鹿
児
島
県
）
の
3
か
国
だ
け
で
す
。

御
所
か
ら
遠
い
国
で
は
、
陸む

つ奥
（
青
森
県

･
岩
手
県
･
宮
城
県
･
福
島
県
）
40
人
・

出で

わ羽（
山
形
県
･
秋
田
県
）33
人
・
対つ
し
ま馬（
長

崎
県
）
1
人
・
薩さ
つ
ま摩
（
鹿
児
島
県
）
2
人

で
す
。
宿
泊
者
の
多
い
20
の
国
・
町
を
表

に
ま
と
め
ま
し
た
。江
戸
・
大
坂
・
堺
等
は
、

国
名
が
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の

ま
ま
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
年
の
お
か
げ
参
り
は
、
阿あ

わ波
（
徳

島
県
）か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

阿
波
か
ら
紀き

い伊
（
和
歌
山
県
）
へ
船
で
渡

り
、
紀
ノ
川
沿
い
に
来
た
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
紀
伊
が
最
も
多

く
、
阿
波
が
2
番
目
で
す
。
大
和
で
は
、

紀
伊
方
面
の
人
た
ち
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

宿
泊
の
施
行
は
、
神
宮
町
の
「
太
神
宮

の
社
」
が
あ
る
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

こ
に
は
、
集
め
た
年
貢
米
を
一
時
貯
蔵
す

る
「
蔵く
ら
や
し
き

屋
敷
」
が
あ
り
ま
し
た
。
寛か
ん
ぽ保
2

年
（
1
7
4
2
）
の
検
地
の
と
き
に
作

成
さ
れ
た
絵
図
に
は
、
こ
の
場
所
に
「
御

蔵
屋
敷
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
（
写
真
）。

と
こ
ろ
が
当
時
、
御

所
町
は
幕
府
領
で
、

年
貢
は
全
て
銀
で
納

入
す
る
「
皆か
い
ぎ
ん銀
納の
う

」

だ
っ
た
た
め
、
米
を

貯
蔵
す
る
必
要
が
な

く
、
そ
の
蔵
屋
敷
が

利
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

宿
泊
者
の
出
身
地
を
み
ま
す
と
、
伊

勢
よ
り
東
の
人
た
ち
が
、
多
数
御
所
町

に
来
て
い
ま
す
。
出
身
地
と
伊
勢
神
宮

を
往
復
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
御
所
町
に

来
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
摂せ
っ
つ津

や
播は
り
ま磨
方
面
（
大
阪
府
・
兵
庫
県
）
の
人

た
ち
は
、
東
海
道
を
経
由
す
る
か
、
竹

ノ
内
峠
か
暗
峠
を
越
え
て
伊
勢
に
行
く

の
が
普
通
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
ル
ー
ト
か
ら
外
れ
た
人
た

ち
は
、
旅
の
つ
い
で
に
西
国
三
十
三
か

所
や
高
野
山
に
参
詣
す
る
た
め
に
御
所

町
に
来
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
御
所
町
の
「
も
て
な
し
」
の
噂
を

聞
い
て
来
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
宿

の
提
供
以
外
の

施
行
等
に
つ
い

て
は
、
次
号
で

説
明
い
た
し
ま

す
。

　

な
お
、
詳
細

に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
立
図
書

館
に
「
近
世
後

期
大
和
国
御
所

町
に
関
す
る
研

究
」
と
題
し
た

拙
著
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
笑

覧
く
だ
さ
い
。

（
文
責

　

中
井
陽
一
）

写真　寛保2年（1742）の検地絵図
（図中左の赤い線が「御蔵屋敷」、お堂の絵が観音院）

表　国・町別の宿泊者
国・町 （現在） 人数 組数

1 紀伊 和歌山県 4,073 1,096
2 阿波 徳島県 887 208
3 大和 奈良県 449 151
4 越後 新潟県 355 73
5 播磨 兵庫県 256 84
6 石見 島根県 234 41
7 和泉 大阪府 206 79
8 伊予 愛媛県 206 65
9 讃岐 香川県 198 64
10 河内 大阪府 151 63
11 遠江 静岡県 135 47
12 大坂 大阪府 134 63
13 豊後 大分県 131 36
14 出雲 島根県 130 19
15 江戸 東京都 116 69
16 周防 山口県 114 27

17 摂津
大阪府

99 43兵庫県
18 尾張 愛知県 91 48

19 丹波
京都府

89 21兵庫県
20 伯耆 鳥取県 89 18
その他 47か国 1,586 604
合計 9,729 2,919

犬・猫は正しく飼いましょう！　★散歩させるときは、必ず袋とシャベル等を持ち、フンの後始末をしましょう。


